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おかげさまで創業60周年を迎えました。
さらに企業基盤を強化し、地球環境保全への
貢献など企業としての社会的責任を全うし、
持続的成長を果たしてまいります。

信越グループ企業理念
遵法に徹して公正な企業活動を行い、素材と技術による
価値の創造を通じて、暮らしや社会と産業に貢献する。

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

　さて、ここに、当社グループの第60期連結会計年度（2019年４月
１日から2020年３月31日まで）の事業の概況等をご報告申しあげます。

　当連結会計年度の業績は、売上高802億54百万円（前期比6.1％減）、
営業利益77億56百万円（前期比4.9％減）、経常利益80億97百万円

（前期比0.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益62億88百万円
（前期比4.0％増）となりました。
　当期の期末配当金につきましては、業績及び今後の事業展開等を
総合的に勘案し、１株につき10円とさせていただきました。
　これにより、中間配当金８円を加えた年間配当金は、１株につき
18円となり、前期と比較して２円の増配となります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご鞭撻を
賜りますよう心からお願い申しあげます。

2020年６月

株主の皆様へ

代表取締役社長
小野　義昭
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　当連結会計年度における世界経済は、先進国を中心に緩やかな景気拡大基調が続きましたが、保護主義的な経済政策
に伴う通商摩擦の深刻化の度合いが増すなかで、新型コロナウイルス感染症が世界的に広がり、先行きに一段と不透明
感が増しました。米国では、輸出の伸び悩みがみられましたが、雇用環境の改善が続き、個人消費も底堅く推移しまし
た。欧州では、内需は底堅さを維持しましたが、製造業を中心に成長鈍化がみられました。アジアでは、全体として景
気は底堅く推移したものの、中国において景気減速が継続しました。
　日本経済は、企業の設備投資及び個人消費が緩やかに増加した一方、生産及び輸出は弱含んだ状況が続きました。
　当社グループ関連の事業環境につきましては、半導体業界や電子部品業界の市況が停滞しており、自動車関連分野の
需要も前年度並みに留まったため、全体として軟調に推移しました。
　このような状況のもと、当社グループは国内外において主力製品及び新規事業製品の拡販に注力した営業活動を継続
的に展開し、生産・供給体制の拡充を図ってまいりました。
　今後につきましては、当社グループの事業領域である電気・電子機器、半導体業界等では、お客様の生産動向、競合
他社との競争激化など事業環境の先行きが不透明であり、予断を許さない状況にありますが、世界市場の需要の伸びを
的確にとらえた販売活動と、最適地生産を徹底して、グローバルな事業展開を加速させてまいります。
　また、当社グループは、ＣＳＲを基本とした経営を推し進め、コーポレートガバナンスの充実を図るとともに地球環
境保全への貢献、人権尊重、安全第一への取組みを強化し、企業価値の向上に努めてまいります。
　なお、当社グループは、国内外に生産拠点、販売拠点を持ち、従来から必要なリスク管理を行っております。ただ、
昨今の新型コロナウイルス感染症の拡大は想定を大きく上回る事態であることから、当面は現地の行政当局の指示・指
導に従いながら、従業員の安全を第一に対応してまいります。

■ 連結業績ハイライト
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業績についての詳細はこちらもご覧ください
 ⇒ https://www.shinpoly.co.jp/ir/highlight.html

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2017年
3月期

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

40,28640,286

80,25480,254

第2四半期 通期 （単位：百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2017年
3月期

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

3,9253,925

7,7567,756

第2四半期 通期 （単位：百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2017年
3月期

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

4,0334,033

8,0978,097

第2四半期 通期 （単位：百万円）

0

2,000

4,000

8,000

6,000

2017年
3月期

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

3,0693,069

6,2886,288

第2四半期 通期 （単位：百万円）

事業の概況

2



売上高

19,009百万円
（前期比4.6％減）

　市場環境が非常に厳しい中、外装材関連製品
や新規事業製品の拡販などを推し進めましたが、
全体として売上げは前年度を下回りました。
　この結果、当事業の売上高は190億９百万円
（前期比4.6％減）、営業利益は５億８百万円（前
期比5.2％減）となりました。

住環境・生活資材事業
売上高構成比

23.7％

　半導体関連容器やキャリアテープ関連製品の
出荷が低調に推移し、全体として売上げは前年
度を下回りました。
　この結果、当事業の売上高は334億51百万円
（前期比9.8％減）、営業利益は51億25百万円
（前期比13.2％減）となりました。

精密成形品事業
売上高構成比

41.7％
売上高

33,451百万円
（前期比9.8％減）

売上高

8,067百万円
（前期比4.2％増）

　工事関連では、首都圏を中心に商業施設の新
築・改装物件、公共施設の内装物件の受注が増
え、全体として、売上げは堅調に推移しました。
　この結果、その他の売上高は80億67百万円
（前期比4.2％増）、営業利益は４億78百万円（前
期比117.1％増）となりました。

その他
売上高構成比

10.0％

売上高

19,725百万円
（前期比4.7％減）

　自動車関連入力デバイスを中心に前年度並み
の出荷が続きましたが、全体として売上げは前
年度を下回りました。
　この結果、当事業の売上高は197億25百万円
（前期比4.7％減）、営業利益は16億44百万円
（前期比10.2％増）となりました。

電子デバイス事業
売上高構成比

24.6％
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～信越ポリマーは、より良い暮らしや社会、産業の未来をカタチづくります～
　信越ポリマーの技術展開の核となる基盤技術は、シリコーン、各種樹脂、導電性素材をキーマテリアルとし
た材料・配合、設計、加工プロセス、評価・解析です。
　これらの基盤技術を応用・融合して多元的に展開することで、幅広い分野でお客様の多様なニーズに合わせ
た高付加価値製品を提供し、より豊かな暮らしや社会、産業をカタチづくります。

【特集】こんなところに信越ポリマーの製品

複合機
製品：OAローラ
プリンターや複合機の現
像ローラなどに、当社の
製品が使われています。

スマートフォン、パソコン
製品：‌‌ウエハーケース・キャリアテープ・エンプラフィルム
スマートフォン、パソコンに使用される電子部品の搬送資材
や部品として、当社の製品が使われています。

インフラ
製品：‌‌自己融着性

シリコーン
ゴムテープ

鉄道や橋のメンテ
ナンス資材として、
当社の製品が使わ
れています。

スーパー
製品：ポリマラップ
食品用ラップとして、当社の
製品が使われています。

住宅
製品：波板・パイプ
建築資材として、当社
の製品が使われていま
す。

自動車
製品：‌‌キースイッチ・

タッチスイッチ・
コンパウンド

自動車の操作スイッチや
内・外装材などに、当社
の製品が使われています。

PICKUP
　当社は、樹脂加工メーカーとしての技術力を強みに多様な事業
領域に製品を展開しています。
　その中で今回はスーパーマーケット、インフラ、住宅関連の事
業領域での製品をご紹介します。
　スーパーマーケットなどで業務用として食品を包装するラップ
は、私たちの暮らしに身近な製品です。
　また、自己融着性シリコーンゴムテープは、今後進行する鉄道
や橋等のインフラの老朽化を見据え、そのメンテナンス資材とし
て活用されています。
　さらに、住宅や水道管等に使用される波板、塩ビパイプは、私
たちの快適な住環境の実現に貢献しています。

Vol.3 スーパー、インフラ、住宅

ポリマラップ

シンエツ塩ビパイプ

自己融着性
シリコーンゴムテープ

プラスチック波板
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固定資産
28,641

流動資産
78,391

固定資産
27,701

流動資産
77,676

資産合計
107,032

資産合計
105,378

有形固定資産
24,106

無形固定資産
172

投資その他の資産
4,362

有形固定資産
23,579

無形固定資産
156

投資その他の資産
3,966

純資産
80,560

負債
26,472

負債・純資産合計
107,032

負債・純資産合計
105,378

純資産
84,538

負債
20,839

株主資本
86,930

その他の
包括利益累計額

△2,622

株主資本
82,310

新株予約権
229

新株予約権
172

その他の
包括利益累計額

△1,922

流動負債
18,771

固定負債
2,068

流動負債
24,272

固定負債
2,200

売上高
80,254

営業利益
7,756

経常利益
8,097

親会社株主に帰属する
当期純利益
6,288

1,808▼ 法人税等

現金及び
現金同等物の
期首残高
40,802

現金及び
現金同等物の
期末残高
41,675

営業活動による
キャッシュ・フロー
7,688

財務活動による
キャッシュ・フロー
△1,813

現金及び
現金同等物に

係る
換算差額
△372

投資活動による
キャッシュ・フロー
△4,629

54,561▼ 売上原価
17,936▼ 販売費及び一般管理費

666▲ 営業外収益
326▼ 営業外費用

前期末
2019年3月31日現在

当期末
2020年3月31日現在

前期末
2019年3月31日現在

当期末
2020年3月31日現在

当期
2019年4月1日～2020年3月31日

当期
2019年4月1日～2020年3月31日

■ 連結貸借対照表の概要
（百万円）

■ 連結損益計算書の概要
（百万円）

■ 連結キャッシュ・フロー計算書の概要
（百万円）

連結財務諸表の概況
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　第60期第２四半期報告書においてお願いいたしました「株主アンケート」に多くの株主の皆様からのご回答
を頂戴いたしました。心から御礼申しあげます。株主の皆様からいただきましたご意見・ご助言を真摯に受け
止め、今後の事業運営や本報告書のさらなる充実に活かしてまいります。

Q 　ポリママルチテープの家庭向け製品があれば、紹介してほしい。

A 　  ご意見いただきましてありがとうございます。ポリママルチテープもご家庭でご利用いただけます。ま
た、インフラメンテナンス用資材の「水漏れ御用」も、シリコーンゴム製の自己融着テープで、パイ
プ・継手等の漏水箇所に直接巻き付けるだけですぐに止水できます。シャワーヘッドとホースの繋ぎ目
が水漏れしている場合にもご使用いただけます。また、屋外でホース等を束ねる際に、劣化がなく少量
で無駄なく使える結束材としてもご利用いただけます。
  お求めについては、トラスコ中山様のネット通販サイト「オレンジブック.com」（https://www.
orange-book.com）が便利です。

皆様のご意見・ご感想に関する当社の回答

株主アンケート結果報告

トピックス

　2019年11月に幕張メッセで開催された「第６回鉄道技術展」に出展
いたしました。展示会では『ポリマエースUG』をはじめ、インフラメ
ンテナンス市場向けの各種シリコーン加工製品を展示いたしました。
　配管やU字溝コンクリートへの補修デモの実演のほか、工具、部品へ
のセンサ取り付け等の体験コーナーでは、多くの来場者に工具や器具へ
の取り付けやすさ等をご体感いただき、簡単施工をアピールいたしました。
　長年培ったシリコーン加工技術を活かし、インフラメンテナンス用途
全般の各種ニーズを取り込んでまいります。

　2019年９月より、CSR・社会貢献事業の一環として、当社製品『shupua』
の寄付を実施いたしております。当期は、埼玉県の老人介護施設、長野県の養
護学校及び放課後等デイサービス、公立小学校の特別支援学級に寄付を行いま
した。
　高透明で柔らかいシリコーンゴム製の『shupua』は、高齢者や児童にとっ
て持ちやすく、また介護者や指導者の方々にとっても唇や舌の様子を観察しや
すく、安全に安心して使用できるという声をお寄せいただいております。
　今後もご要望をいただいた施設や協会などの団体へ寄付を行ってまいります。

①　第６回鉄道技術展に出展

②　shupua　社会貢献事業
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

商 　 　 　 号

本 社 所 在 地
設 立 年 月 日
資 　 本 　 金
従 業 員 数
事 業 所

支店・営業所

工 場

株 式 の 状 況
発行可能株式総数
発行済株式総数
株 主 数

信越ポリマー株式会社
（Shin-Etsu Polymer Co.,Ltd.）
東京都千代田区神田須田町一丁目９番地
1960年９月15日
11,635,953,759円
1,030名（連結4,655名）

大阪支店、名古屋支店、福岡支店、
仙台営業所、広島営業所、札幌営業所
東京工場、児玉工場（以上、埼玉県）、
南陽工場（山口県）、塩尻工場、
長野分工場（以上、長野県）、
糸魚川工場（新潟県）

 320,000,000株
 82,623,376株
 8,986名

会社の概況（2020年３月31日現在）
事 業 年 度
剰余金の配当基準日
定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
株主名簿管理人
特別口座管理機関
公 告 方 法

毎年４月１日から翌年３月31日まで
３月31日（中間配当を行う場合は９月30日）
毎年６月
100株
東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社
電子公告（https://www.shinpoly.co.jp/）
なお、やむを得ない事由によって、電子公告
によることができない場合には、日本経済新
聞に掲載して行います。

株 主 メ モ

株式に関するお手続
証券会社等に口座を

お持ちの場合
証券会社等に口座をお持ちでない場合

（特別口座の場合）

郵 便 物
送 付 先

お取引の証券会社等にな
ります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社
　証券代行部

電 話
お問合せ先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く ９：00～17：00）

各 種 手 続 
お 取 扱 店

（ 住 所 変 更、
株主配当金
受 取 方 法
の 変 更 等 ）

みずほ信託銀行株式会社
　本店及び全国各支店
＊  トラストラウンジでは、お取扱

できませんのでご了承ください。
みずほ証券株式会社
　本店及び全国各支店
　  プラネットブース（株式会社み

ずほ銀行内の店舗）でもお取扱
いたします。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
株式会社みずほ銀行　本店及び全国各支店

（みずほ証券株式会社では、取次のみとなります。）

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」
の郵便物送付先・電話お
問合せ先・各種手続お取
扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行っていただく必要
があります。

単元未満株式買増・買取のご案内
　当社では、単元未満株式（１株から99株まで）の買増制度・買取制度を導
入しておりますので、ご利用ください。
　お手続の詳細は、上記記載のお取扱店にお問い合せください。

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問合せ 
  「e -株主リサーチ事務局」 MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　7970

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供す
る「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。

（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしに

これ以外の目的に使用することはありません。 （1809）

〒101-0041
東京都千代田区神田須田町１-９
電話　（03）5289-3712
ホームページアドレス　https://www.shinpoly.co.jp/


